
84.八日市市建部瓦屋寺遺跡

出土の遺物について

夜図式土着告発見の経過

八日市市西部!1場盤備tfs.築が、昭和53年 9月1日よ

1)開始された。その範囲は八日市市北部の木戸川排水

工事に伴い行われるもので、瓦姪寺山(白鹿山ともい

われていた)総から来へ近江鉄道に麦る緋地で、総部

瓦度等'町会織と強制i日告・町Jの一部が含まれている。

事ヰ{ま従wiよリ瓦昼寺山上にある袈徳太子創訟の古語IJ

といわれる瓦民寺について、その山総で焼かれた伝み

の古代瓦につき興味を抱いていたが、特にI也名等につ

いて、古老の百舌や古文書官地図により絢復を行ってい

た矢先のよとであり、千般の-il!l.とばかりこの工泌を

見守っていた。

たまたま 9月26日織り起こされた緋土の中から布図

"IiJ毛の一片を発見したのを契機に、地元の郷土!歴史研

究グループ雄史会の協力も得て多数の土総(~j!{ :1窓*i: )

や迎撃'文軒丸瓦の破片を発見することができ 、併せて

参道の旋で二基の瓦陶緩ま路線跡を確認することができ

たのである。

同年10月10日小等;カマエ(続的)の市道より京へ25

mの地先で縄文式土*f(長さ1.5cm、巾 1cm、厚さ0.4

cm)の般片 31闘が出土、JI!に問所の市i首位下の滋路尉

(新設排水路の細書1]工事による向lH.Ili而)に祈り 111なる

ように、っき出ている縄文式土総の破片数十1113を発見

した。昭和54年 6月3日のことである。その破片lま同

月18日には百側をa越え、併せて、サヌカイト破片数側、

やじリ(石鍛) 1 f1ð1 を係~した。地点 lま市道路前より
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遺跡位置図 1 : 20，000 

100-120cm-Fて"灰色青みを郊・ぴた土Jiij(淡灰色泌障壁砂

質土)であった。この断続を東北に追っていくと 3m

l;fかリ孫ち込んだところがあリ 、そこよリロ紋tflSに裕:

状肥厚のめる夜臼式土総額似の、 i切さ40c問、巾30cm( 

鍛定)のをEつぽと忠われる敏片 l例分.更に口縁昔日に

*状月巴厚のないカメ(推定路さ30cm、巾30cm)の破片

の大部を同年7月1日発見した。。また落込め中からも

悶土総破片が504同出土した。その落込lま、深さ37cm、

巾35cm、長さ50cmで、堆積している土は、茶色の黄み

を幣ぴた砂まじり土@であった。

ちなみにその断層は市道盛土32cm、県灰色土居(.fJ~

作土)25師、以灰色で]ftみを衛ぴた土層13c問、l暗黒褐

色土ffl!12cm、資茶色粘土砂まじリ土k1際入25cm、灰色

の干7みを帯びた土層20cmで、彼自式二上昔器類似の土器は

よの土!汚から出土した。

遺跡の位置

この地併は、神的~m永源寺大字社業尾を起点とする

!frl.・内でも五.指に入る愛知川 O]IJ名玉作川|また下流を科1

JIl奇川という )，ま瓦属寺山麓より*へ 1kmのとニろを北

流しているが、その伏流水が山根にあたり処々に湧出

し、浜野沢や古住池また伊聖子部沢となっている所謂滋

悶1也平野である.

近〈北の山隣には白鳳4王手j頼回へ遜座されたと伝ゑ

される接部神社の千草原といわれる宮跡があり 、瓦llli
寺山続並びにia:くの平地にli百訟をよえる古城群があ

り往古の隆織さを窺う ζ とができる。



なお山jlf;_I孟北取にが!r(.‘1拘点にI{Oした瓦尼寺山総lot日

照土<~~jr~ ~・水に !tu. 1l稲1t'に常々としたさまや、 夜

臼A:l.J\~U:2;.の tllJ:によってお"のfï}J-li'のro図の番号

ヵCf}jj.きIIる.

E業都日吉田TlJ/I、高い地fi・(，肥沃な.m・上に，w.まれてい

る.

進 E車

ζの夜臼式矧似上?:.の :H ;I :~骨 rrr:i 、往年近江7)守議

職佐々木氏の館IJlj!(くの小脇町にあリ、ために中1山i立

が-ø#JIo~fキ'11 から小脇を遇。) ~t 11， 111 (J玉県守山)の来

辺を巡って・愛知川に泰司たといわれるi丘路下で、瓦健

寺田Tr小守:カマ斗J (潟)]lJ)μわるJ[.保守的q参道人

口よリ 1拘束25111の地点で、 rliiJ1).t而よリ 145cm下の土

府よ r):11ゴム し f. ~. ¥※) 

造物

エ己民守道I湖、由・ らli、縄文U!H¥:IJJl立物をはしめとして、

祭良 ・ 平司~If，f f\:以降のものまで :11ムし ている.ニこで

は縄文晩J~l*寺本~抗生前JQJ といわ Jl る i稔妙な時期の土

骨量鮮と;rjtll.につも ・てtll介 にたい.

まず微妙な時111)の iニ ~i~n を弥生前JUl初州、あるトは

弥生早期1(tJIJ i，¥All)とでもして佼から i主べる.

軍E形土器量 (写真 1の 1-9.写典 2の7‘]0)

多数にのぼる厳片の うら .2、 31:限定するか、ま

ず写真 1の 1、 2、 3:J程のnUてゐるが、口fH益部

5 
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土 穏 上:写真 l 下:写真 2

かわ寸かに外fi.しながら.l~総状!ニ 九 〈以灼ら H ており 、

頭部にかけては隙ナヂt~形をうけている.析;I:li砂層

を含みtll.いが、 ~~I{lÍ'孟 Jt，>fe灰白色てあ ったらし〈 、現

在貧民主を-11\・ひた ~I つはい灰色で1>る，逝 2 1> uぬ:!奄

1こやや異な 1):liUというよリも']Lrt..~ ';i;; U 1.ょIfJii師三

角形に近い砲りをみせるシ ャーヲな 1J紋である. ~.tÆ 3 

!;:額古事から阿部まて・処白し-.:J.; "、..:It "蛍形 I:~==の

全詩形をね:rろげながらi証Ji:.tる二とが:tlJ!~る.こ乃

忽定に よると h-jf$:土rl~I:;!;以リ:1\し、ゎ 'j‘か℃ムヮ て、

服部 L ょたはとんど労~'1 tB tょよt...< J~飢と 4・リ 1j.'E j~~

もさよちな t、 ')tß~ 与'みの \I!!必て吋あったと忠わ hる な

お、 i也7>/、 lUi蛍の r~:主t\-であふか.う九". 7、tl.J 

utま(1 -::1 )の ~fì 1 : 、 C!!.jl~l と 191Uft に I't な'). tS ， ・'in;: ~)

破J'i4 、日{ま白Z尚色を与~L'r 、f1fìj ，'I q.: 全ソ;'1，) や {'J t/!l 

お を含む・般に rjilJi人'1lml といわれゐむのて'ありたo

q寺に ì~ 4 {主、そのl筑再11ヵ，，'， h J ffllにかけての日'!iJ'，と込lわ

れるらので河内IJ. らのJItl入品として lニの総If~とちとも

注目されるものて・ある

策 (~il弘 2(/'7. Hl) ;よ大司')"，"，71!，'J/lIíに HI !l~ I一、 '"

大島4邸めよ方をめぐる凸 J，l~であ 1) 、 . 1-.から.じ共て llll!E

し℃いる.

.形土鶴 ('1;'t'i-2の 1-6、tl. !l) 

誕の l、 2. 8 :.tI'!S恥な I1Hffilてんリ¥、ずれも突

僚を直下に向〈らしコ、る.I也の:3.・1.5. 6、9

度号ドーミ
/戸常? 、

さき

塾ぉ運1
1-3、1-2 .ロ世。 1.. 2 -10、 2-7 11土n.
2 -1 t!(実帯主土鎚}ロ埠

土緑拓本実測飽
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は ~{il: を L つがl月部のものと忠、わ れ る。袈 l でIHI l6 胎土にすぐれて特徴的なむのはないが、殺 1，;t褐色

-511lsl、高さ 4-1醐のきわめて細い突帯が口綾端か 時釈を祁:びてお 1)、底部11(， ζ れにやや近、、。また、演

ら7- 5.5mm下方にー粂め(.・勺てお 1)、災殺は上から 511出土地点をやや奥.にするものであるが、焼も附〈、

ヘラ状J二具によっておよそ 1cm間隔に抑圧され 、液状 胎ょに含まれる粒子もやや細かい。

となっている。また 口線端/1平1旧て'はなく丸味をもち、 これらの所見をまとめると、復 2に代表されるん者i-
その厚みおよそ 6!Rmで与あった.~健常から下部にかけて からみて ζ れらー鮮のご仁詩!;l:縄文I晩期といえども最終

，;1:特に;野しい繍!1手法など観察できな L、。絞2は上方 未のものであり、すでに桁刊乍が日本列島に伝わ って以

からの傾斜泌が長い三角形の断耐を廷するo係・をもち、 乱干のものとすることが出来る。必形土苦誌の存在もまた

いわゆる凸僚が議〈黍jL下った以態を示すものである。 このことを雄弁に物持っているといえよう内その時代

口総端部{料品而が全〈な〈、先制1111となって尖自民形の は、板付]式が近畿へ伝わる前前頃か、それに抑当可

脳i煎iをむつ ζ とになる，突部:下方にlよ袋2向線明11衆な る時刻iである.

;税務痕が立 L、。 石鍬

袋 81;1:小片であるが、突様文土器にふさわしも aやや 大谷綴氏によってサ ヌ カイト製の無茎石銭~~g点が採

重厚な突3貯がめぐうている。すなわち 、突慌の巾lま約 集されている。うち法制iの一部が欠うたしているものも

9 ~!m と広〈 、 荷主は .1 - 1 mn!と低いが、了等な抑圧に あるが、その形態から平必式(1)、凹越式(2、3、4) 

よって「おj目J を付している.凶紋端七千旭ではない に分鎖されそれぞれ l点と 3lxがゐる。 2、.11;'表~

が隅丸状にわずかに九味を LつのみでJlIみも 6.50101と とも制慾を行ない、 3は表面l二、1Ii表衷に大中IJ総雨

わずかに!字L‘ものである。 を残している。周縁!;t錯鈎状に細部調主主をほど こし、

なお、写真 2の11-14は底部であり、 14を除いて斜] 従って断面jの lf~，.1 2、4は饗俗、 Hi有角形‘ lは六

時起が大きく形状lま確かではない。底部14は成径 4.2Cm 角形を呈する 。 2 、 31ま基苦~に扶りを入tLV字または

前後と小 さく平均である。しかし、ほ湖上-J'jで最も( U~形のかたくりをつくリ出しているが、 4 {j一方の

ぴれ、さらに上方へ広がヮてい る。この〈びれば相々 脚自[¥について悲it柏:J1ご欠いたものである。

しくへラて情。 リ込んだ泌が残り、特ιそなJ1J:昔rsを形成す 虫鐙 1 約1.5g 2:約0.43g 3・約 1g 

ることになっている。
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むすびにかえて

日本列r:aにおける弥生文化、すなわち水稲終級文化

の開始、 l立、大陸 ・ 半島に最-も近い北九~'I-Iの i合隊、遺跡

名でいえば縦岡市板付遺跡、唐津市菜畑遺跡:で知られ

ている。j1Iij遺跡と L夜臼式土様と板付式土保が共i半す

る*-凹hl:が発見され、さらにその下層から夜臼式土絡

のみの出土する水凶枇が発掘調査されている。ニの佼

臼j-¥，:と板付式よ器で弥生文化の開始を物語る重要な点

は、縄文式土昔告のなかではほとんどま日られていない、

総叙を貯蔵する大別査のIi¥吸をみることである.その

多くは美しく飾るためにつくられたもので、根付巡跡

での殻古のdt類の多 <l:t、焼成前に粘土に朱を泌ぜて

焼き上げておリ、また.王宮のお福}に分えをt金リつけたも

の L多かヮた。この ことは、畿の中に収めて、務先ま

で保管する紙が.秋になって必ず赤い秘うたをtl:lし、議

- 3 ー
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佐賀県丸山遺跡出土の夜臼式類似品



かなおJ示を捻らすようにと鯨に祈りをささげるととも

に、 ζ のように分を伶りこめて呪術とした主考・えられ

る.このため、資の出現I!縄文時代の狩係と採集の生

活から脱皮し、生産経済に入った吉正しといえる.とれ

たものをすぐに、すべてロにしてしまう社会と異なワ、

貯蔵し、固定長をまって生活の織を得ることになった新

しいを士会は、われわれ組先の大きな窓却の転換期であ

うたにちが、、なも、.

なぜ近u:に、なぜこの瓦庭、年IlJの山iP1に、この新し

い忽;!~が、生活が受 ft 入れられたのか.たしかに近江

は、瀬戸内海の最奥部であリ.東へ東へと進んできた

文化が孫ち泌〈場所でめ ったのかもしれな、..ま た、

愛知川の型J!.め残したニのIU7部の1f(主の対l止、そのよ

しわらが水稲農林の喝を総供したこと(，~~~起であろう .

しかしなお 、 愛知川 i.nU~あるいは近江そのものの魅力

l.i}]1J1附のと ζ ろにあったのかむしれない。

昭和55年度

85.新千IJ<滋賀県遺跡目録〉の紹介

I壊滅文化財の保存と捌:合研究に欠かせない基礎的

な資料lま、いうまでもなく f冶勝目録J r遺跡台桜J

と呼ばれるものである.

県下でfH~初40年度の白"が、従来完備した唯ーの

ものとしてm裂な役割を来してきた.しかし、それ以

後、 15~の級月がたら、その間に続たな遺跡の発見も

加わリ、その改8n置が水らくかっ唱されていたのであ

る.ζのため滋賀県では各市町村の埋蔵文化財m当者

の協力を得て、数年を要し作成してきたむのである.

遺跡の数も昭和401芋度の2015側所に比 して55年度版で

86.庚申溜遺跡の発見

目G平[156 fI: 12)1-57年 1nにかけて、八日市市域内の

布~ I 山山系で、十回1池を中心とするお甘Jf散布地の分布翻

設が5短絡された.この側伐IJ.lliI勾花伐の大谷厳氏を中

心に現在L断続的になされているものである.供税世

台地や丘陵上での1.1f池内の|日:u総遺跡の発見は、手liIi

積書等で特に著しい税象であるが、これを参考lニ県下の

各地でも創貨が紋みら札ている.このようにして発見

されたものが下表の遺跡てあるが、ここでは、チャー

ト賓のナイフ~石器と思われるものやコアー状のもの

L採集されている.また、 lJ'O.!!:2ややニL師~も散布し、

彼合遺跡であ って、溜itI!の北側に集f高.bI:h'存在するも

{九山竜平)

所仮 j也

八日市市土緑町天/谷

この瓦hlキi盆F専の発見によって、 i逆米J与えられてい

たよりよリ年〈から、二のjft江で農.wt文化が始まった

こと b‘明らかにされるとともに、ただtれなる文化の家

柄ではなく、きわめてl!的に一足とぴに、北九州わけ

てむ有明jtj}jI偏から文物の交流によって、人々の往来

によってもたらされたむのではないかと思わしめた.

この点からも.従米必然と二与えられてきた弥'主文化の

{云mについて大きな反省をii!るニとにむったにちがも、

ない.

愛知111流域め文化受容の不思議さはこれのみではな

い。瓦ほミ宇山の将兵な時長身書式I15宅、7ð;石山の掘~n式石

室、石t答ヰーの三mw荘、どれを取りあげても機米文化

に彩られているといえる.なおJt米ながら行総の5延期1)

にあたられた岡本1I続手、 :Jj:rr.劫i彬lニFをわずらわした

狩紙滋両氏に感謝の微なを殺したい (※※) 

<*大谷厳※※ )L山m平)

1;12864似|所を数え、各側内i"'iI の 111~々の遺跡数を lllt リあ

げると今やROIlO例所に還するものと忠われる.

しかし、これらの遺跡数は、 u下各市町村て'必めら

れている遺跡分布綱食によ勺て-Iilt切り11・rるであろう

し、各市町村のぷ4組織1i.を含む開発のチエゾクによっ

てもなお遺跡の発見{立見込まれるのである.

新たに発~~された遺跡{立、すみやゐ・に約王子にして周

知し、保議の手をさしのべる必~カ‘術悠される.そ tt

t孟i倉持IHまが不変的な決定版ではないからである こ.

のため、続発見の遺跡紹介コーナーをこの r文化財だ

より J のー画に設けたいと考える.t曹磁文化財の情報

を入手したフ， r止すみやかによ t~泌されるようお願いし

ます.
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